


















































































































(註 1) 小倉 (17)，pp.7----8. なお， r農家」概念に











(註 4) 小倉(17)，p. 9. 
(註 5) 向上，p. 10. 
(註 6) 同上， p. 11. 
(註 7) 農林大臣官房統計課(16)，p. 2. r日本におけ
る農家の意義J.
(註 8) 事実， r農家」の概念化には，わが国の分散錯
圃制に伴う農業統計上の都合が強く関係している.磯
辺(10)，p. 6参照.

















































(Proportion of farm households with regular off-farm work (OFW) : the study areas) 
41 
順E多C就に調配業査列の地高した域い O世1F帯人W割以を合上含(%むの) O経世F帯W営割を合者持σdつが) 配OFW偶1を合者持(%つが) 他がのO家R濃W を員持だ(%つけ) 0の5AWをU持+以つ(%上世) 
世帯害 世帯割合 帯割自営合
Freyung-Grafenau (西ドイツ) 81 56 4 21 
Agueda(ボルトカ 68 29 22 17 2 
Euskirchen (西ドイツ) 65 41 4 20 
りdine(イタリー) 53 20 9 24 29 
S. Lazio(イタリー) 50 30 6 14 27 
Asturias (スペイン) 48 14 13 21 2 
Languedoc(フラ ンス) 48 36 8 4 2 
Buckingham (イギリ ス) 44 25 14 5 14 
Maas-Waal(デンマーク) 44 27 7 10 5 
lreland(東) 43 18 6 19 3 
Davon(イギリス) 43 20 13 10 9 
Calabria(イタリー) 43 30 2 11 17 
Grampian(イギリス) 40 20 12 8 8 
Fthiotis (ギリシャ) 40 26 4 10 4 
Cataunya(スペイン) 39 13 8 18 4 
Korinthia(ギリシャ) 36 22 3 11 7 
Andalucia(スペイン) 33 18 4 11 1 
lreland(西) 33 14 5 14 4 
Savoie(フランス) 33 15 6 12 7 
Picardie(フランス) 27 8 13 6 
EC調査地域平均 58 24 8 13 7 
非 EC調査地域
Austria(西) 70 23 15 33 34 
Austria(南東) 69 36 12 22 19 
West Bothnia (スウ ェーデン) 72 57 11 4 3 
Le Chablais (スイス) 44 31 6 7 8 
非 EC調査地域平均 64 36 11 17 17 
原註) *恒常的農外就業は， フルタイムないしパ トー タイムでの恒常的勤務をい う.
+A羽TUとは， annual work unitの略で， 年労働単位を指す.








域の経営者と異なった仕方の農業をしているのではな ある とか， pluriactivityは軌道をはすeれた農業失敗の
し、J(p.363) ‘ サインであると仮定するものではないJ(p.363) 
「農業家族あるいは世帯ではなく，経営者に焦点を ヨーロッパで、兼業農業(part-timefarming)への関心が
置いたことが，問題を伴っていた.……世帯の他の構 高まってきたのは， 1970年代の末からであった.しかし





































































(註 1) Fuller( 5)， p. 355.‘ 





(註 4) 西ヨ ーロッ パ各国別の多就業の状況を知る文献
としては，イギリスについては Gasson(7) (9)，フ
ランスについては Campagneet a/. (2)， ドイツにつ










































































































































(註 4) Ogura(18)(19) ， ともに pp.4，._ 8. 














































代後半，とりわけ Chayanov( 3 )が翻訳刊行されて以降
のことである(註 1).その後， 1972年には，雑誌 Jour-
nal 01 Peasant Studiesが創刊され，この雑誌を中心に歴









(Categories of analysis of contemporary peasantry) 
2 3' 
(Sωial distinctiveness of peasant) 
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(Theoretical distinctiveness of peasant) 




















定(assumptionsof social uniformity and of a uni-logic 




























































































































礎単位としての農家(FarmHousehold as the Dominant 
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